
 

 

 

 

 日に日に秋の深まりを感じる頃となりました。１０月２７日（金）から１１月９日（木）は全国読書週間です。秋の夜

長に、ゆっくり読書して過ごしてみるのもよいですね。 

 

 

 

 今年度の給食も、図書室に置いてある本とのコラボ献立をお送りします。どんな風に料理が登場するのかは、読んでみてのお楽

しみです。料理という切り口から図書室に行ってみよう！という気持ちになってもらえたらと思います。 

 

「アーヤと魔女」 

         ダイアナ・ウィン・ジョーンズ 著/田中薫子 訳/徳間書店 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

     「舞妓さんちのまかないさん」 

                 小山愛子 作/小学館 

 

 

 

 

 

 

 

「  「真夜中のパン屋さん 午前０時のレシピ」 

大沼紀子 著/ポプラ文庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

令和５年１０月２７日 

大田区立安方中学校 

校 長  佐藤 彰 

 No.１２ 

幼少期から孤児院で育った少

女・アーヤはある日、魔女の家に

引き取られます。そこで魔法を教

わるために、魔女の助手として住

むことになるのですが…？給食

では、物語の舞台であるイギリス

料理の「シェパーズパイ」と、

「ケジャリ―」を提供します。 

10 月 31 日(火) 

 舞妓になるため青森から京都

へ来た幼馴染のキヨとすみれ。し

かし、キヨはひょんなことから舞妓

たちが共同生活する「屋形」のま

かないさん（＝食事を作る人）に

なります。華やかな芸舞妓の世

界と、おいしそうな日常のごはん

の描写を楽しめる漫画です。 

 真夜中のみ開店する不思議な

パン屋で、オーナー・暮林とパン

職人・弘基、そして家庭事情で

居候している女子高校生・希実

の３人が織りなす物語。パン屋に

夜な夜な訪れる珍客たちとの交

流によって、３人は次々と事件や

騒動に巻き込まれていきます。 

11 月 2日(水) 

11 月９日(木) 

読みたい本は見つかりましたか？図書室には他にも関連書籍

が置いてあるので、ぜひ手に取って読んでみてください！ 

【世界の宗教と食文化について】 

苦手な食べ物やアレルギーとは異なり、宗教や価値観から特定の食べ物を口にしない人もいま

す。例えば、イスラム教では豚肉や酒、ヒンドゥー教では牛肉、仏教でも宗派によっては肉類を口

にすることは禁じられています。自分たちの食文化もほかの文化をもつ人にとっては異文化です。

宗教や価値観により、いろいろな食文化があり、これを尊重し合っていくことが大切です。 

 文化の日は、「自由と平和を愛し文化をすすめる日」とされています。世界には色々な文化があり、食文化も様々です。

いろいろな食文化に目を向け、理解し合うきっかけにしませんか。 

スタジオジブリ

で３DCG アニメ

化されました！ 

二人の故郷・青森県の郷土料理

「ひっつみ」、すみれの大好物

の鶏肉の唐揚げを出します！ 

暮林が希実の学校の弁当に持

たせた“笑えるほどうまい”

メロンパンに挑戦します！ 


